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                        １０月３０日、第３回総会が開催されました。一部の学    

                       習会には、京都ヘルパーネットの三輪道子さんを講師に、 

                       「横のつながりを作り、労働組合を結成して労働条件改善 

           に取り組んだ経験」「絶えず学習・議論し、ヘルパーの専 

           門性を訴えていくことの大切さ」が語られました。                                                                 

                        二部の総会は、一年間の方針と役員体制が確認され、討 

                       論では、５つの組織から発言があり、「春闘アンケートを 

力にしてがんばった。」「出入りが激しく、組織化が難しい 

が、施設で働く仲間も含めて組合加入を進めていきたい。」 

と職場実態を交流しました。                                                  

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府交渉では、特に「介護職員処遇改善交付金の継続」「介護職の医療行為を進めないこと」を求め

ましたが、交付金は国の動きを見守る、医療行為は研修を行うなど手続を充実させることのみの回答で

した。あまりのも事務的な対応に、「利用者から男性ヘルパーを求められるが、募集しても来ない。賃金

の問題でこの仕事を続けていくことが難しく、男性の寿退社も多い。」「時間給が何年も上がっていない、

交付金で夏と冬のボーナスが出て喜んでいる。施設で働いている人は、介護の仕事は好きだけど将来の

ことを考えると離職してしまう。」「医療行為は、利用者や家族に同意を取ると言っているがそんな簡単

なものではない。もし事故が起きてしまえば誰が責任をとるのか。」と職場の状況・実態を訴えました。 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年結成された「介護を考える会」が一年を 

                            経過し、11月15日第１回総会を迎えました。 

 結成後は、毎月の会議開催、会報発行の他に、 

地域住民や利用者家族も含めた学習会の開催 

 などに取り組んできた活動が報告されました。

総会では、今後も学習会 

と会報発行を中心に介護を 

良くしたい思いを共感し、 

仲間を増やしていくことが 

確認されました。 

 

 

 

 ずらりと並んだ宣伝隊！ 

「介護の日」宣伝だと分かる

と、多くの方が署名にも協力

してくれました。 

 


